
3日間で180名様のご協力が必要です！

10月15日（水）

神奈川県内大変困っています！
ご協力をお願いします

会場：小俣組様 駐車場内

9：30～12：00

献血者必要

目標25名様



お問い合わせ
神奈川県赤十字血液センター 献血推進課

０４５－８３４－４６１９［平日9時～17時］

献血前にご確認ください！！

200mL 400mL

年齢 男女とも16歳～69歳
男性：17歳～69歳
女性：18歳～69歳

体重
男性：45kg以上
女性：40kg以上

男女とも50kg以上

※６５歳以上の方は６０歳～６４歳の間に献血の経験がある方に限られます。

現在、医療機関から求められる血液の約98％が400mL献血由来製剤のため、

400mL献血が可能な方には、400ｍL献血のご協力をお願いしています。

以下に該当する方は、当日献血をご遠慮いただいております。

全血献血の採血基準

✓ 3日以内に出血を伴う歯科治療（歯石除去を含む）を受けた方
✓ 4週間以内に海外から帰国（入国）した方
✓ 1ヶ月以内にピアスの穴をあけた方
✓ 過去に輸血や臓器移植を受けた方

上記以外の理由により、ご遠慮いただく場合がございます。
くわしくは日本赤十字社のホームページをご確認ください。

お薬を服用していても、献血が可能な場合があります。

当日服用していても献血ができる主なお薬

✓ 降圧薬

✓ 脂質異常症（高脂血症）治療薬

✓ 高尿酸血症治療薬（痛風予防薬）

✓ 胃腸薬

✓ 漢方薬、ビタミン薬、ミネラル剤

✓ アレルギー治療薬
（アレグラ、アレロック、ザイザル、ジルテックなど）

前日までの服用であれば献血できるお薬

✓ 市販風邪薬

✓ 市販解熱鎮痛薬
（ロキソニン、バファリンなど）

✓ 睡眠薬

✓ 前立腺肥大症治療薬

✓ 低用量ピル

◼ お薬の服用有無に関わらず、当日の健康状態を医師が判断し、献血をお断りさせていただく場合があります。



献血頂くと、血液検査サービス通知をお届けしています
日頃のご自身の健康チェックにもお役立ていただけます



採血量と医療機関からの需要の比較
（平成３０年度～令和５年度）

令和３年度以降
医療機関からの需要に対して
採血量が間に合っていない状
況です！

神奈川県内の状況です

【増加傾向の主な要因】

①少子高齢化の影響により輸血を必要とする患者の増加
②コロナ禍以降手術件数の増加
③在宅医療での使用量増加
など、複数の要因が重なっていることが挙げられます。

他県で献血頂いた血液を、県内の病院にお届けしている状況です。
お一人でも多くの皆さまにご協力をお願いしております。

ただいま、



会場で頂いた多くの方の献血血液が、1人の
患者さんを救うこともあります
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